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の発話や行為の内容と不可分であることを明らかにした。以上の分析は、 Sacks， Schegloff, and Jefferson (1974) 
が挙げた現行話者の次話者選択テクニックを拡張し詳細化するものである。同時に、多人数会話では、不変的なシス
テムである話者交替システムが会話外在的なコンテクストを参照することによってターンの配分が可能になってい
ること、特に、会話参与者が潜在的に持っているさまざまなカテゴリーが、その都度の発話が喚起する成員カテゴリ
ー化装置を通して関与的になることで、次話者選択のリソースとして用いられていることを明らかにした。次に、先
行発話の途中で聞き手がその発話と統語的に連続するような発話を開始する「引き取り」というふるまいに焦点をあ
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て、多人数会話における次話者の自己選択においても、次話者が「何者として」ふるまうかが引き取りを適切に行な
うためのリソースとなっていることを示した。また、特に先行話者の「共語り手」としてのカテゴリー化が、引き取
り手としての適切さを生み出し、かっ逆に利用することによって、先行話者と反対の意見を強調したりジョークを言
ったりするなど、参与者の個人的目的の達成に寄与していることを明らかにした。さらに、 Sacks が構想した社会的
役割や類型を指示するものとしての成員カテゴリーが「同じ経験をしたことがある者」や「語られている話の中の主
人公」といった、社会的類型では捉えきれない多様なカテゴリーも包含し、それらが社会的類型と同様に会話の中で
どのように関与的になるのかを示すメカニズムで、あることを指摘した。
成員カテゴリー化装置は、分析者がその会話の個別性を見出し記述する上での観点として有効であるだけでなく、
参与者が発話や行為を行なうのに利用しているリソースでもある。そして、不変的な規則である話者交替システムや
発話や行為の連鎖組織は、会話が行われている状況や成員カテゴリー化装置を通して関与的となる「何者として」発
話するかとしづ会話外在的なコンテクストに感応しこれを参照することによって作動するという関係にある。本研究
が示した方向性は、会話が内包する動的で多様な社会的相互行為の諸相を捉えることを可能にするものであると考え
られる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、多人数による日本語の日常会話における話者交替現象の分析を通して、会話が組織化される仕組みを会
話の不変的側面と個別的側面から記述・定式化することの重要性と有効性を明らかするとともに、そのための方法論
として会話分析の連鎖分析に成員カテゴリー化という観点を取り入れるというアプローチの提案を行うものである。
具体的には、「多人数会話における次話者として『誰が~ wし、っ~ w何を』行うかを決定するために用いられているリ
ソースは何か」という問いを立て、日常会話の録画データをもとに詳細かっ徽密な分析を行っており、方法論上の議
論をデータ分析に即して実証的に行っている。
本論文によって明らかになった特筆すべき知見は、多人数会話の分析において成員カテゴリー化の観点を導入する
ことの必要性と意義をデータから明らかにしたことである。本論文では、話し手の発話によってそのつど喚起される
各参与者の成員カテゴリーが次話者決定のリソースとして用いられていることをデータの分析に基づいて説得力の
ある形で実証している。従来のような参与者の属性に基づく会話の特徴付け(例えば日本人と外国人の会話といった
特徴付け)が会話を静的かっ固定的に捉えがちで、あったのに対し、本論文が提案する成員カテゴリー化の観点は、会
話が内包する動的で多様な相互行為の諸相を捉える観点として有効であることをデータ分析から明らかにしており、
高く評価できる。
さらに、コンテクストに非依存のシステムであるとされる話者交替システムが、そのつどのコンテクストをどのよ
うに参照し、次話者決定を行っているのかという、これまでほとんど分析されてこなかった問題についてもデータの
分析から実証的に検証している。多人数会話における次話者決定の問題は「誰が」ではなく「何者として」という問
題設定が適切であるという主張は、以上のようなデータ分析と知見に基づくものであり、従来にない新しい視点を提
供するものである。
一方で、「投射可能性」など本論文における主要な概念についての説明が十分に尽くされていない点がいくつか見
られた。また、他の理論的枠組みや方法論との比較なども本論文での分析に基づいて議論を展開すべき余地があった
とも見られる。しかしながら、このような問題点は、本論文の価値を著しく損なうものではない。
以上のように、本論文は、話者交代システムという会話の不変的側面とコンテクストという個別的側面の相互作用
という、会話分析ではこれまでほとんど扱われてこなかった現象に注目し、それへの一つの可能な接近方法を実証的
なデータの分析に基づいて提案しており、会話分析の分野において重要な寄与をなしうるものと考える。よって、審
査委員会は、本論文を博士(言語文化学)の学位請求論文として十分価値があるものと判定した。
